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鋳鉄（FC150相当） M30ボルト（SS400）

M24ボルト（SS400） 止水蓋（CRゴム）
止水蓋（CRゴム）

コンクリート（σck=35N/mm2）

1基当たり重量 ： 2.4t（1.34t/m）

緩衝ゴム（CRゴム）
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自動矢印板システム
との組み合わせ

限られた空間を
有効活用する仮設防護柵

ハイブリッドスリム ガ ード

形状・寸法

矢印板テーパーの
自動化（自動矢印板システム）

交通監視員の
人員不足対策

規制設置・撤去時の
もらい事故
防止対策

・コンクリートと鋳鉄を組み合わせた複合構造体です。
・製品幅が350mmと狭いため 、工事規制箇所での限られた道路空間を有効に活用できます。
・車両用防護柵の設置基準であるＳＢ種に適用しています。
・平面線形：R=20m※１、 縦断勾配 ：±2.0％の変化に適応可能です。
（※１：設置箇所に縦断・横断勾配の変化が無い場合）

・滑動・転倒に対する安定計算上、 設置延長はL=30m以上必要です。
・１基当たりの製品重量はW=2.4tのため、 搭載型トラッククレーンまたはフォークリフトでの
設置・撤去が可能です。
・視線誘導標等の設置は、 コンクリート部のインサート埋め込みにより対応可能です。 

・従来は工事規制帯のテーパ先端に配置する矢印板とラバーコーンの設置・撤去を行うために
多くの交通警備員と時間を要していたため、現場での省人化・安全性を確保する目的で矢印
板を自動化しました。
・ハイブリッドスリムガードにオプションとして設置可能です。

特許番号      特許第7273380号   車線規制方法   
　　　　　　　　  （西日本高速道路株式会社、オリエンタル白石株式会社、株式会社ネクスコ・メンテナンス新潟、株式会社トーテック）


